
172. 高句麗の都平壌
高麗の都関城を訪ねて

一前編ー

-滅の 'Ii.~史跡(に附り立ったのは 19891ド 1 1 R23日午後5

II，~'ちょうどであ った。 北京からtゐ24 1時間にわたる長い

列111の旅を終え、ょうやく苦11消した日的地である。数

年にわたる紡羽lへの忽いとそtlがやっと実況したとい

う感激で、織にすゥぽり/I![;まれた平JJ~の術が例か幻恕

の世界に!必じられた.この11#から平t1l周辺の尚句麗時

代のili跡、 lJ!J;i~から約 135 km i~j I~ *にある附城の高麗

時代の遺跡を礼ヴ:する 1j.¥aflflのめまぐるしい日程が始

まったのである.

ζの紡明については、 j銭~・京高5 '大阪 ・奈良在伎

の考古学 ・ 法制!史・ aE~l!J也J'~ ，建築史 ・美術史等を専

攻する餅究者から成る日明文化学術.fVf究会{代表 京

郷市観成文化財研究所長 杉山信ニ}が、高句波の都竣

を中心とした追跡について築地に現地を訪ね、当地の

研究者と ι 交流してわが凶にも主主い量~，撃を必よ 4ました

高旬開文化についてA}:見をかわし、今後の研究を潟め

ると同時に友好をも深めたいと数年前から企画してい

II 4回

た。毎月研究会をIIIねる一方、関係俄関に』与三liたら

きかけていたとこう、ゑ都大学教授 1-1日正>>g先生の御

尽力むいただき、このはど~ÿj鮮村会科学者協会からの

招識によりようやく実1えしたものである.私む日朝文

化研究学や11友好.lJi初日1(図長代行 g~t{大学教校小笠

原好彦、州問長 |則性i学院大学教授~.~(紀自民、秘f霊長

京都市内1議文化財研究所 品I1 内 l明 ~.n の-rl として参

加することができたため、}ょや した主r..:illW~;の{筑間島や

!惑忽、p<ij品ij¥4Rts，について簡Jp.に411介してみた、、。なお、

遺跡比学tれ 、ずれも杭会4やや院々 ，'i・研究所長手|ミ栄慾先

生、朝鮮社会科学者協会学i;(Uj先生の l~lI lï;jjtr:を 1号、御

説明いただいた。

1.平壊城

朝鮮半島北部から現白;の中μI*~じ郎の-~ii を勢力下
崎，.1.. '/... l"';AJ. 

においていた尚もj犯は、その1111を純仁地力ーから集安に

移し、 lよ際.Jj二王(好太王)の:(-c*ぷ上の15if.(427)平

壌に選者Eした.r三同法l記』ではこの日与の錦織を平綾城

とよんて・いる.平壌にはこの巡航以前からある程皮の

郡波はi盆られていたようで、 r.:::.13i1史6山にI!東川王21

年(247).r:E以丸事~織経乱、イミ nH泣術、察平機織」と

か、故国厳正41手(334)にli:WIZ島平峻指定」、あるいは

悶41年(371)、『百前王午.只・三万、~~攻、l<t1~械」という

記事が{汝5之さ IL、間t仰向性格をもっ

者11として衛Jiの平械の地に苦11城の建

設がj隼めらjLていたようである。そ

して即3王15.{V(427)に「部をτ|峨

に移J したが、品11:281F{552)の

「延安城を絵<j という記事の後、

III JJjU 28!j'. (586) r ~B を長安城に移

す」という記'Ji.(ニム ってjlj:ぴ都市'i饗

されたことが告11られる.この長安城

b rl'-J認めJむ1':i1tられたもので、こ i'L

Lo(!桜織とよば札た.ニのため、 427

~(二進 1mされた批初jの'J!:犠械と 586

年に州立浴された半壊滅(長安峻)が

現イピ知らtLる巡勝のどJlに符合する

か幾つかのよ見が出されている.

これに必・議するil'U事としては、現

'(0，半カ平Jjl市街地となっている「平

平猿市周辺の透跡(参考文献③による。一部加筆)

滋域」、その点北部にあるお急車毛

織、さらにその米にセット関係とし
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1:い L，句会んどs‘
て存在する安鶴宮 ・大城山城である。

「平壌城」は大岡江と普通江に閉まれた地に外城 ・

区t:械 ・内械 ・北品えからなる南北に長い都械で、南部に

広がる外械にはまま量産自状の街区が設けられたとみられ

ている。中城 ・内減 ・北械は丘陵を利用したもので、

特に王宮に当る内;城と北端の北城1:1:丘陵のが}簡が急峻

な段となり、東{Hlj は大同江に綾して自然の喜~::1}となっ

ている。このように、「平機械」は紡鮮都城の主流であ

る111械と中関の都城制をうまく合体した都城であると

考えられている。しかし、大減山城や山城子山械など

山械の具体的施設を明らかにし、平地の王宮との具体

的な機能関係を検討したよでの比較でないと単に立地

からの比較のみでは正鵠を-1!干ることはできないであろ

つ。

現在、外械と中械はすでに市街地となリ往時を偲.. .i: 

ニとはできないが、内械の大半と北城i才史跡、公聞とな

っている。丘陵端部には城段湖、が側り、七MJ・門や玄武

門などは復原されて主主薬な姿を見学することができ、

内城北端の乙管台やその周辺部は減肢も高〈、長 q交

際さ tlていた。乙密台から東北方を見ると、 t奇岩A土

城や大城山城を述E認することができた。

この 「平駿減J からは古くから 5世紀前半以降の瓦

が多〈出土しており、ここを初期の平壊滅にあてる説

もあったが、械絞め舵石に文字の陰哀IJされた幾つかの

刻字城符のうち「乙丑年J と 「丙成」の年代が569年、

566年に当るとする共和国の花策林氏 ・器F燦永氏 ・主主

熊i主!氏等の御研究により、現在で1;1.r平機械」を 586

年に移され、 668年の高句00滅亡1時まで続いた後期の

平成城(長安城)に比定する説が大方の質問を得てい

るようである。しかし、 5世紀前半の瓦の出土をどう

現解するかという問題も残されている。

2.安鶴宮と大城山城

籾鮮半島における都械は、高句院の都械であったよ長

安の園内被(平地の王宮)と蔚1l!)i)協議(山城子山城

一山城)、新総の月械と明活山城 ・南山械などにみら

れるように、王jZ{j;;'の政務は平地に設けた王宮で執り、

有事にいたれば近くの山塊に造営した山城に立て能も

リ戦うという絞数の施設をセットとしたものを越本と

した。

安鶴宮と大城山械がちょうどこのセット関係の位誌

にあリ朝鮮都城の典犯とされている。間巡iM'について

は古くから瓦の出土や城俊 ・土皐等の存在が知られて

いたが、 1958年-1961年に金日成綜合大学により発掘

調査が笑i飽きれ、その後も制査がお:けられた。

大城山械は西南方に聞く Y字状の谷を鴎む尾線上に

城慾をめぐらし、各所に門や将台、角桜、雑減、多く

の池、食縦 ・兵器用の建物などが配されていた。械設

は東西2.3畑、南北1.71，mの範闘を悶み、総延長7，218111

r平袋城J七嘉門

大城山城蘇文峰の復原された城壁

安鶴宮と大城山城(南宮東回廊より)

をi1i1Jるという。発織によって将台 5r.事.所や20燃におよ

ぶ瓦3浮き建物等が検出され、各杭の金属製品、土器、

瓦などが多数出土している。

安i鳴宮は一辺約 620111の城壁で閉まれた王宮である

が、城妓{ま正方形ではなく東北角と西南角が鋭角に、

東南角と西北角が~，u角となる後形を呈する.街辺中央;

には南門が設けられ、内部には回廊に閉まれたひとま

とまりの主要殿舎が幾つも検出された。これらは中執

線上に衡から南宮・中高・北宮と一斑線に並び、さらに

北笥の西1j[11には西宮が、貫工11111には東宮が機認され、大

きく 5つの建物鮮の存在が判明した。そして、これら

はいずれも回廊によって連結されている綴子もうかが
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われた。 :最も大きな ~ïgの正殺が「大緩殿J に相当す

る建物と 王寺「えられている。 ζ こからは多くの瓦が出土

しているが大城山城出土瓦と同施とみられる瓦は全く

ない.

そして、大減山城と安餓宮1;1出土した土総や瓦等か

らみて同時期のものでセッ トとなり、これらは 427年

に遜都され 586年まで続いた初期め平壌械であると給

高官されている。

われわれは大減山械の西南に倒〈谷口に設けられた

南門から大城山械に入っていった。そこには盛岡に必

づき 1976年に復原された潟門カ'そぴえていたが、それ

は往時の南門と少しずらした地点に総てられていた。

遺鱗としての禰門は復原南門の闘方約30mの地点にそ

の悲縫石が幾っか並んでいるのが認められた。南門上

に主まって内側を望むと、 ζ の谷I.J:予想外にl陥広〈、現

在は平地が広がっているが、後11寺、門から延びるであ

論謀総民も昨

ろうメインストリー!の問j側にはかなりの総数の貼り

付〈余地があると判断された。

この後、南丘陵のT民吉1Iである務文総に受ヮた。ここ

からの南方 ・闘方の桃望はすばらしく、南方の眼下に

は聖書備された安鶴'富が箱庭のごとく節目散でき、やや東

方の知1には点々と盛りあがった宙機岩手も設、められた。

これらのmには{低丘陵カ'広がり、その肉ニうには白〈

光って東西に長官たわる犬同江が遠望できた。この滋文

総のある大械山城の商品;1簡は思ったほど傾斜は強くな

いと!感じられた。

西方 l;J:j必光であまり明僚ではなかったが、かなリ前

hに南北に流れる合弁江が、その四方の大岡江に接す

るあたりに消岩盟主減らしきもの、さらにその西南方

にかすかに.!jl綾城の北機 ・内:l成とみられる小丘および

"lZ壊市街地が認められた.

~~.震に沿勺て城島宇跡が延びているが、 F年決J年では高

t̂'¥.._-¥lIIlLVO 、九
/f':::"_ "\\、干国土絡下L三~"

さ10m前後、長さ 100m前

後にわたりjpM置が復原さ

れ、往時め状況がよく現

~~ぷ℃、 (J( !?I解される。復原されてい

T J 

ない地点を見

吋'-...'-.._-........"....... ー.....v 仁三 I 1-2 m、幅 5-6mの

域 内総式決ミミご潟、 |土塁が棚上に町、そ

ぷ経治手・1下b二三三~\と | の外側には人頭大の城壁
} ミ逆さ益定豆およシっI~ I 石が無数に散乱していた。

砧 "，11:・h、¥、、~ーーーコ;:;..----_-:'苛〈司、、 ー ノlて〆 l

間;淫た~三議長率試長555 | この大城山城にしても、

山空3どモ捺ヨワ主valrエ開城J'ニしても城壁の
Bf8 ra;.-..._ ¥17 111 ij;〆:I f(〆~ I

~ •• '"" o .....--1 VI岱ぽ仲// ))¥， I 石は思った
、、 ・'_.....-司、 ~ 11 l ~.、、..JIJ ノノ I I 

急Eをン→ ff/l_}三ごとごノ{{((， I 安土械や~般械の石緩め

05師'"

大城山城と安定骨宮(参考文献②による)
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十ンー一----.._- 11 I I I 石と比べるとかなリ小娘

りである。

次に山城内にある方ifr~

の池「鯉il!!.Jや幾つかの小

さな池を見学:したが、鋭

j也1;]:1959年-19t均年に発

掘したもので、現在はき

れいな水カ'あふれていた。

山城内には大小合わせて

百数十{閉め池が維認され

ているという 。

安餓宮l止大城山城の英.

Fド]に位笹{する。衛門から

1じを望むと正商に磁文飾

を中心とした大波tJJ織が

どっしりと:f1Jiたわり、こ

の両者は何らかの関係が

あり、それぬきにしては

考えられない立地にある



と ~~i <感じられた。商門から次第に潟 くな

りながら北吉方面にゆるい傾斜が統〈。 知!

の部分もかなリあるが、鈎3長で事後認された

いずれの遺構も芝が目占られ、その鎗草11をた

ど札ば逃紛の配置がわかるようになってい

る。はとんどの礎石は欠失し線石だけが認

められたようで、主主位訟はいずれも凶穴と

なって並んでいる。 I鞠門の東西には商さ 3

m緩め土皐が延びていた。

制約された短かい11寺削で全域をめぐるこ

とはとうてい不可能でら、われわれは衛門か

ら南宮の衛門を総て東回廊にまわって 、雨

宮正般にいたり、そこから東に行き雨宮東

端の南北悶廊の北端まで行ったが、ここか 1 '. 

ら来方lま5-701の段をなして低地となり、

東辺の土奥までのi瑚1;1.一般の谷状池J移とな

っている。この王宮の東北隣にある東笛も l 予

一段低い地点にあり、東南関のj也の存在も

この地形からみれば妥当な位KJ'に設けられ

ているといえる。

先述のように大城山械で出土する瓦も安

餓宮で出土する瓦も 5i!t紀前半から 6・1止紀

後半に限定されるものと位滋づけられてい

るが、日本の研究者の多くは大城山城出土

瓦には 5也・紀前半にさかのぼる瓦の存在は

認めるが、袋線ZZ出土瓦{孟 5也・紀までさか

のぼるものはなく 、古くみても 6世紀前半

まではさかのIl'リ得ず、 7世紀末ないし 8

世紀あるいはお随時代まで下るとする怠見

炉強い。ニの安鶴宮については下層巡鱗の

有無の峨認も含めて、今後阿国研究者の忌

憾のない1ま見の交流が望まれる。

なお、初期!のIfZ綾城について、山城であ

る大城山械については出土瓦からもほとん

ど災.論はないが、 !jZ地の王2さのむう一つの

候補地として消岩翠こL:械がある。今回は見

学できなかったが、このi立湖、1:1:r主rz.綾城」

と大城山械の中間、大;岡江の~tJ字にある巡

錫:で、南l立大同江のifttれを婆答とし、東 ・

北・酋を弧:伏に土.l:iで閥むもので、東西約

2.3km、南北約O.9kmを測る。この内密11に瓦のl散布する

地域が幾つかあ って 、そのうち東部にある一回が中心

部をなすと考えらtlていたが、1938iJ三、日本の研究者

が絢.1'tしたところ、子泡{に反して;11121ではなく寺院が

検出された。八角形のす苔とその北・束・西にそれぞれ金

堂を配するー俗三金堂式の寺院、 iì't岩泉I~~寺である 。

『三国史記』や r東国拠地Ilt~覧J r苅Ifl!史』などの記事、

最近まで残ってい た地名などから、 4二の寺 iま498年に

ml!!門

'J‘ 

-予

安鶴宮遺構平面図(参考女献②による)

安鶴宮家宮付近

怨立された金問。寺とみられている。他の瓦散布地につ

いては来翻恋である。王宮としての巡t~íYtが検出されな

い以上、その候宇ili1也とはなしにくいが、広総闘の土皇

の広がりや寺院以外の瓦散布地の存在などからみて 、

王室幸子巡・榔存者Eの可能性は十分考えられる。ζζ から

出jこする瓦の中には 5世紀前半に他誌づけられるとみ

られる瓦も含まtLており 、 この土城を初l~l平機械の王

宮ーに考えても年代的には矛盾しない。今後の潟変結泉
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を待つ以外にない.

大城山城の猷文怖から ζのj狩岩里土械方稲を眺めて

感じたことではあるが、今後、仮りにこの土城内で5

世紀前半の王白星療が検出されたとしても、大域山織と

セットとして巧'えるには無理があるのではないか。な

ぜなら、これらの1mにはこれらを分断するかのように

幅100m-15001の合弁江という雨流する大きな川が存

イEするからである.111 ';J:ヲミ然の婆苫に利用されるのが

?古で、このl?イ訂正副fiのi準携を否定する Lのといえよ

つ。

3.東明王陵と定陵考

‘l1.tjHbi1T中心部から*，何万約22kmにあ 1)、低丘陵上

には来lりl 二五 i唆を1>."む nJ)~ lJt古川f.f:(約202左)が、その

術IWIの主IlJむには支出袋、予が存必ずる。;5:抜するこの間逃・

跡については1974午、金11成総合大学によって大々的

に発抑制伐され、:税制ilされて今日にいたっている。

東IlJl五[>交の外行IWItill:'立、 I氏丘のJよ阪に奴!不fを2段以

上にUlんで方形にめぐらし、その kに封土を四角錐形

に築いたもので、内部桃泣 iよ縦穴式1í~であるが、玄

室内会前Iは必根文で袋飾されていた。石室内からは金

製および金制製王冠のi立片である歩絡や珠玉のIf飾等

が発比された.

この外部締法は~安の 4 世紀後半期に位訟づけられ

る太王阪や5世紀初頭の将軍塚にみられる税石塚から

4世紀末-5也・紀初磁の年話器塚にみられる封土積へ

紗行する沿i即日!の形式を示すむので、 5世紀前半の平

。s・t帥 3帥....-
東明主陵と定陵寺(高箆敏 rl鶴句Jit東明王陵の発掘

鱒査J r考古学ジャーナJレJNO.148. 1978年による)

峻遷都西iOJ後の向句路市収の特徴をもち、古須の構造か 策司月三陵

らむ王iftのi立片の出土からも王!凌であるとされる。そ これらの古tj'tもこの点1I}).f険と問織の理由によって錯

して、四事111温が儲かれるのは 61世紀以降であり、この かれたものであろうか.

11寺 jgll;J: M'~\'人物風俗削が抗かれるのにJill都文のみの措 定陵寺は来1~4王i竣のある fli;丘陵が南へだらだらと下

写';J:特b~~ な・J~f90 といえ、これは主人公の生活指写がで リ、それが尽きるあたリからf+Jfl[IJの平地にi立75・された

きなかったが的、すなわち、被務者・の死後長年月が経 寺院である。これだけ広範問に寺院iilW~ を検出した例

過したためであろうとされ、 4世紀後半の故国原王か は共和国で'HJJめてのことである。

ら 5 世紀前半のl.z: ll~JJ:正まで?と主義地方で死亡したil1'í句 貫工箇223m、尚北132白801にわたり 11mVl~tは検出され、

11l!王ではないため、ニの拡';J:平感巡仰のi際、高句麗の さらに南に1ょがっているようである。 jfj北の回廊によ

始祖主であるよ夜明王のi淡をこのj也に移務したものと結 って大きく 5つの宝|日jに分けられ、それらは東西の回

論されている.この「移務」については後の高成時代 fifIiによってさらに幾っかに仕切られている。中心伽訟

に都を 1m城から江fl~I:~1、きらに開減へと澄した際、高 I;J:中央部にあって、その南半に問廊に閉まれて八角形

腐の始側主主挫の隙鳴をその者!SI3H事務した似jもあり、 のt苔とその東西にそれぞれ金'ながあり、その北側にま

その考えの給拠の一つにあげられている。 た回廊に閉まれて、中央に全役、西に総説、来に鈍楼

この来明王隙について日本の研究者からは 492年に があリ、さらに悶邸をへだてた北u割に大きな講堂が記

死亡した袋好王の陵~ではないかとする意見も出され きれ、その背後にオンドル施訟のある立派な建物があ

ているが、この&!itJ'tの別式編年が5世紀前半に限定で る。これらの中央区の東側';J:il削11の氾法により遺構は

きるのか、それが5世紀末まで械が広がるものなのか、 かなり欠失しているが、東北問の-f1jにはこれむオン

陵商の理由はどうなるのか、また、身陵という概念で ドルのある広い建物や南北の納殿が検出されている.

説明しされるのか、などさらに検討の婆があろう。ま 西側の北部には厨wかと忽定されている絞数の建物が

た、綴告舎ではJill議文が主題に儲かれた援商古墳とし あり、この区域から「定険I殴存I寺I衆僧I高句箆」

て集安の散逸長塚ゃ担増塚などがあげられているが、 などの銘のある土総が多数出土し、これによリこの寺

5ー



定陵寺遺構平面図{参考文献①による)

定陵寺(中央区北から)
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大津市穴太のオンドルi重傷Ir穴対金銭'J(弥生町地区)発猪銀査報1
1告寄、大津市赦育祭員会1989年による/

院が「定俊一h と称されていたことが判明した.

そして、この定限寺の「ー俗三金金」式の伽必配訟を

w岩盟fie~j: (草山'???では『三国史記』にみえる 498iF
に処1L された ::"~I別手fに比定)よリも 2甘い 11守JUl におき、

『三国史日山 1よIJFJ:ヒ王 2ij! (392) の記、J~にみえる「創

九若干於‘f~~~J のうちのー寺と縫定し、耳il9J五|凌のため

に392年に位以されたえ予院と結論づけている.

中央区の ~t fJ!g にある金盆(北金金)には礎石{立金〈

残ってなく、わずかに悲混在室跡が認められたようであ

るか、これを金色とするのに疑問を Lつ日本の研究者

もあり、 Lし令常にまちがいないにしてむ熔および-*

l百五Li金主主とのIlljは東西に延びる回廊でl!!tiされていて、

これらは別貸1111に位ii'iすることになる。このため、 h'l

岩ill際学と l'iJ織の-f益三金支式とすべきではないとい

うH本の研究t'..のな比もあリ、この伽慌の世l:給付けに

ついてはなおl吟1ほの余地があるように思われる。なお、

iî'i岩里1ft，ヰーの，~Ut(i偏 2mのトレンチを~倣に設定し、

泌総の発凡された所を拡娠して発掘するという凋1tて・

あったため、」じ金金と f答および東西f~~ との 1111 に E医師

団脱が存似しなかったと断定するには今一つ尚時をお

ぼえる.今後の砿誌が待たれる。ちなみに、定限守の

場合、北金女時~jUと搭北辺との鋭隊(1約16111 、 h'l '.iま塁

~ê王寺三のそれはt~J]4 . 5111をi!lllる。

また、:I¥:l.::fLをみると、日本の研究者・による制作鋭

からみれば、i¥'1長;・虫厳守出土瓦に(;J:5世t紀liijとドにさか

のぼり得るIlil')l.l.f.があるが、定陵寺山土瓦には 5世紀

前半に位ii'lづけられるものは認めがたく、かなリ下る

時期が巧-えられる.

このま巨隊、干・をゆれたのは日没の時刻lで、広i斤たる遺

跡を1かきまわると鱗tま寒気でピリピリと摘み、カメラ

のシ守・y ターを ~IIIす手 11氷のように冷たく聞くなった.

持参した僚ががこの時ほどありがたく思ったことはな

かった。後でIlfJくと氷点下4"-5・のう¥i比だ勺たようだ。

迂t.Ji'lt古11分 (1芝生を n~j り、礎石の欠失した部分l立凶穴

となり、 '1'にHHiが認められた。中央区の北端にある

i't人の起}.sしたとみられる立派な建物では詣11与のJ刑法

がそのままはられ、 j専と瓦で作られたオンドルも簡単

な透明の組いを芯Itて兄られるようにしていた.大j:J!

E信穴太遺跡で検出されたオンドルらしさ泣怖について

報告件から得た悶と写真を朱栄慾先生に悦示して御~:

見を伺ったところ、それはオンドルにまちカJいなく、

鰻巡がJ:~IUlしている鱗造11古いl時lUlの特徴を仰えてい

るものであるとの御教示を得た。

なお、ii!，ji1i糊:の近くには資料館があり、 111，jill跡から

の出ごい1hやり口、参考.'ft料が展示され、遺跡の里1¥解が

深められるようにしてあった。また、若い女性の悦UJJ

只に現地および資料館をす3与に説明していただいた.

(林惚通r
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